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常福寺の馬乗り馬頭観音像

　

今
年
の
干
支
は
「
甲
午
」。
午

年
に
ち
な
ん
で
「
馬
頭
観
音
」
信

仰
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

仏
教
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏

像
が
わ
が
国
に
伝
来
し
、
観
音
信

仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。
馬
頭
観
音

は
六
観
音
の
一
つ
で
、
馬
の
守
り

神
と
し
て
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
馬
頭
観
音
像
を
ま
つ
る

寺
院
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
50

年
代
か
ら
始
め
た
石
造
物
の
調
査

で
、
江
戸
時
代
に
ま
つ
ら
れ
た
も

の
が
現
在
ま
で
に
20
基
余
り
見
つ

か
っ
て
い
ま

す
。

　

石
造
の
馬

頭
観
音
像
は
、

文
字
で
「
馬

頭
観
音
」
と

刻
む
も
の
と
、

観
音
像
が
馬

に
乗
る
「
馬

乗
り
馬
頭
観

音
」
と
呼
ば

れ
る
浮
き
彫

り
像
と
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
市
内
で
最
も
古
い

も
の
は
１
７
５
８
年
の
馬
乗
り
馬

頭
観
音
像
で
、
刻
像
塔
は
写
真
の

像
を
含
め
10
基
ほ
ど
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
馬
頭
観
音
像
は
大
ま
か

な
傾
向
と
し
て
、
１
８
０
０
年
代

以
降
文
字
塔
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
像
を
ま
つ
る
目

的
の
一
つ
が
「
馬
の
追
善
供
養
」

と
さ
れ
て
い
て
、
造
立
者
は
個
人

や
上
谷
中
、
飯
倉
新
田
、
宮
和
田

（
匝
瑳
地
区
大
浦
）
な
ど
村
や
講

中
が
集
団
で
ま
つ
っ
た
も
の
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

馬
乗
り
馬
頭
観
音
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
不
明
な
点
が
あ
る
も
の

の
、
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
分
布

し
、
中
で
も
圧
倒
的
に
千
葉
県
内

に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
所
在
未
調
査
の
地
域
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
東
総
地
域
と

上
総
地
域
西
部
の
市
原
・
君
津
・

木
更
津
市
な
ど
に
多
く
分
布
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
像
は
、
椿
・
常
福
寺
門

前
に
石
仏
群
と
一
緒
に
ま
つ
ら
れ
、

１
７
８
０
年
の
年
号
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
像
に
人
の
名
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
馬
を
飼
っ
て

い
た
人
が
供
養
の
た
め
に
ま
つ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

椿
村
は
中
世
か
ら
の
天
神
・
五

正
部
や
中
心
集
落
の
宿
に
加
え
、

江
戸
時
代
・
１
６
７
０
年
ご
ろ
か

ら
の
椿
湖
干
拓
後
に
で
き
た
集
落

な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
。
干
拓
後

の
集
落
に
対
し
、「
椿
本
村
」
と
刻

ま
れ
た
石
塔
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
宿
集
落
な
ど
で
は
椿
村
の
中

で
本
村
を
意
識
し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

１
７
２
１
年
の
記
録
に
は
村
の

家
数
94
軒
、
人
数
４
７
４
人
、
馬

47
頭
と
あ
り
、
意
外
に
馬
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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寿

大
寒
の
九
十
九
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空
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海
も
青 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

縁
側
の
日
差
し
明
る
く
風
光
る 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

冬
の
虹
氷
雨
に
追
は
れ
消
え
て
け
り 

栢　
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石
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健

子
供
等
は
中
身
気
に
な
る
お
年
玉 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

身
勝
手
が
何
時
も
仲
間
と
折
り
合
わ
ず 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

初
詣
我
が
身
の
無
病
祈
る
だ
け 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

羨
望
も
一
時
の
我
欲
身
の
程
を 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

初
詣
身
の
引
き
締
ま
る
太
鼓
の
音 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

に
ぎ
や
か
な
孫
の
身
振
り
に
明
る
い
座 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

我
が
身
に
も
ま
だ
ら
模
様
の
虫
の
跡 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

誕
生
日
身
内
が
祝
う
卆
寿
宴 

八
日
市
場
イ　

菱
木　

静
枝

＆
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